
　久米島高校創立 70 周年を記念して、
芸能那覇公演が、３月 21 日、那覇市
民会館にて行われました。「古の熱き
魂を現代に繋ぐ感動舞台」と題し、第
１部では総勢 120 名余りによる古典
音楽斉唱、ゲストに村吉茜・ドラゴン
エマニエルを迎え、第２部においては、
現代版組踊「月光の按司　笠末若茶良」
も感動を巻き起こす演舞を堂々と披露
しました。今回は久米島高校創立 70
周年記念特別公演ということもあり、
現役メンバーに加え、この舞台を卒業
したＯＢ・ＯＧもかけつけ共演しまし
た。今まで経験したことのない大きな
ステージを想定し、試行錯誤を重ねた
メンバーは練習日程が少ない中、集中

して稽古に励みました。本番では、タイムス公演・久米島公演と今年度２回開催された公演の経験を活かし、総勢 58
名による今までにない大迫力・圧巻の舞台となり、多くの観客を魅了しました。
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平成２８年度　施政方針
久米島高校創立７０周年記念事業「芸能那覇公演」
低所得高齢者に対する臨時福祉給付金のお知らせ

平成２８年度　施政方針
久米島高校創立７０周年記念事業「芸能那覇公演」
低所得高齢者に対する臨時福祉給付金のお知らせ

TOPICSTOPICS

平成28年2月末現在平成28年2月末現在

人 口 の 推 移

男 4,344人（－18）4,344人（－18）

女 3,879人（－9） 3,879人（－9） 

計 8,223人（－9）8,223人（－9）

3,966世帯3,966世帯

（　）の数字は、前月との比較数（　）の数字は、前月との比較数
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久米島高校創立７０周年記念事業「芸能那覇公演」
―２月の久米島公演より更なる躍動感――２月の久米島公演より更なる躍動感―

●卒業生よりひと言
新里　優奈 平良　恵理奈 島袋　万莉 古堅　那奈
　この舞台に参加し多く
の事を得て、勉学も大切
ですが、このような自身
を高める活動も大切だと
考えました。「ひとつで
も良い、自分を変える何
かを感じ取って欲しい」
という後輩への思いを込
めて、若茶良のたすきを
繋ぎたいと思います。

　組踊を通して一番感
じたのは、島民の方々
の支えでした。この３
年間で他では得られな
い経験がたくさんで
き、久米島に生まれて
本当に良かったと心の
底から思います。これ
からも若茶良が続いて
ほしいです。

　周りの方々の支え
がありここまでこれ
ました。私はこの現
代版組踊に出会えて
自分を変えることが
できたと思います。
これからも感謝の気
持ちを忘れずに卒業
後も頑張っていきた
いです。

　久米高70周年記念公演では、
後輩や卒業生・登武那覇太鼓との
コラボで、人生で最高の思い出に
なりました。
　後輩には新しく入ってくるメン
バーを引っ張ってもらい、演じる
喜びと感動を知ってもらいたいで
す。私をここまで成長させてくれ
た組踊に心から感謝しています。
ありがとうございました！

笠末若茶良・女子ダンスアンサンブルによる
躍動感溢れる華麗な舞
笠末若茶良・女子ダンスアンサンブルによる
躍動感溢れる華麗な舞



は
じ
め
に

平
成
28
年
３
月
定
例
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、町

政
運
営
に
対
す
る
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
。

久
米
島
町
で
は「
人
口
減
少
」に
歯
止
め
を
か
け
、

町
民
み
ん
な
で
織
り
上
げ
る
未
来
を
目
標
に
掲
げ
、

昨
年
度
、久
米
島
町
第
２
次
総
合
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

久
米
島
の
将
来
像「
夢
つ
む
ぐ
島
」の
実
現
に
向

け
て
子
育
て
環
境
の
充
実
や
新
た
な
産
業
の
創
出
な

ど
早
急
な
対
応
策
が
望
ま
れ
、町
民
の
皆
様
が
将
来

に
わ
た
り
久
米
島
町
で
暮
ら
し
て
い
け
る
と
い
う
安

心
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
で
あ
り
、今
後
の
町
政
運
営
に
あ
た
って
は
、将

来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

将
来
に
向
け
て
、新
た
な
産
業
創
出
を
目
指
す

海
洋
深
層
水
の
複
合
利
用「
久
米
島
モ
デ
ル
」の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

久
米
島
モ
デ
ル
と
は
、久
米
島
の
地
域
資
源
で
あ

る
再
生
可
能
な「
海
洋
深
層
水
」を
利
用
し
て
、エ

ネ
ル
ギ
ー
と
水
を
自
給
し
な
が
ら
産
業
振
興
と
雇

用
創
出
を
図
る「
久
米
島
モ
デ
ル
」の
実
現
に
向
け
て

「
国
際
海
洋
資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
：（
略
称
）Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ（
ゴ
ー
シ
ー
）」を
法
人

化
し
、推
進
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
国
内
で
海
洋
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
推
進
し
て
い
る
他
自
治
体
な
ど
と

応
援
協
定
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、９
月
に

は
国
際
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
久
米
島

町・ハ
ワ
イ
郡
姉
妹
都
市
提
携
５
周
年
記
念
事
業
を

開
催
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
協
力
体
制
を
構
築
し
て
ま

い
り
ま
す
。さ
ら
に
、東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
と
連
携
し
て
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
保

養
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
な
か
で

昨
年
、映
画
監
督
の
宮
崎
駿
様
、朱
美
様
ご
夫
妻
か

ら
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
し
た
が
本
寄
附
金
を
活
用
し
た
子
ど
も
た
ち
の

交
流
拠
点
施
設
整
備「
風
の
帰
る
森
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
内

外
か
ら
大
き
く
注
目
さ
れ
て
お
り
、そ
の
成
功
に
向

け
て
は
官
民
協
働
で
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

１
．産
業
の
振
興

（
１
）農
業
の
振
興

農
業
に
つ
い
て
は
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴

い
、担
い
手
不
足
の
問
題
な
ど
経
営
が
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、国
の
農
業

政
策
で
あ
る
青
年
就
農
給
付
金
事
業
の
活
用
に
よ

り
、担
い
手
育
成
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。ま
た
、農

地
中
間
管
理
事
業
に
よ
り
、担
い
手
に
農
地
集
積
を

推
進
し
て
い
く
と
同
時
に
栽
培
技
術
や
経
営
能
力
の

向
上
な
ど
、関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が

ら
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、地
域
で
取
れ
た
農
林
水
産
物
を
加
工
し
、

付
加
価
値
を
付
け
て
販
売
す
る
６
次
産
業
化
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、地
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

次
に
個
別
施
策
に
つい
て
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
さ
と
う
き
び

安
定
生
産
対
策
事
業
」に
よ
り
ハ
ー
ベス
タ
ー
を
導
入

し
、機
械
化
を
推
進
し
ま
す
。さ
ら
に「
さ
と
う
き

び
優
良
種
苗
安
定
確
保
事
業
」に
よ
り
、優
良
種
苗

の
確
保
及
び
農
家
への
普
及
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、町
単
独
事
業
に
よ
り
、さ
と
う
き
び
振
興

協
議
会
の
支
援
、干
ば
つ・灌
水
対
策
事
業
、さ
と
う

き
び
共
済
掛
金
助
成
事
業
、さ
と
う
き
び
病
害
虫

防
除
事
業
な
ど
に
よ
り
さ
と
う
き
び
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

野
菜
の
振
興
に
つ
い
て
は「
海
洋
深
層
水
冷
熱
利

用
野
菜
栽
培
実
証
事
業
」に
よ
り
整
備
し
た
施
設

を
民
間
に
委
託
し
、海
洋
深
層
水
を
活
用
し
た
野

菜
栽
培
の
生
産
拡
大
に
努
め
、「
特
定
野
菜
等
供
給

産
地
育
成
価
格
差
補
給
事
業
」及
び「
重
要
野
菜

価
格
安
定
対
策
事
業
」に
よ
り
野
菜
の
安
定
生
産

に
努
め
ま
す
。

か
ん
し
ょ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、昨
年
、沖
縄
県
知

事
か
ら
拠
点
産
地
の
認
定
を
受
け
て
、生
産
拡
大
の

気
運
が
盛
り
上
が
り
、町
の
か
ん
し
ょ
加
工
施
設
の

建
設
が
始
ま
る
な
ど
生
産
基
盤
の
整
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。生
産
振
興
計
画
に
基
づ
き
更
な
る
生
産
振

興
を
図
る
と
と
も
に「
か
ん
し
ょ
優
良
種
苗
普
及
事

業
」に
よ
り
優
良
種
苗
の
確
保
を
図
り
、農
家
への
普

及
と
生
産
拡
大
を
図
り
ま
す
。ま
た
、ゾ
ウ
ム
シ
の
早

期
根
絶
を
目
指
し
て
薬
剤
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

畜
産
の
振
興
に
つ
い
て
は
、全
国
的
に
肉
用
牛
取

引
価
格
の
上
昇
が
続
き
、生
産
意
欲
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。沖
縄
県
の「
畜
産
担
い
手
育
成
事
業
」に
よ
り

畜
舎
、草
地
等
の
整
備
を
図
り
、母
牛
の
増
頭
に
取

り
組
む
と
と
も
に「
優
良
雌
牛
導
入
事
業
」に
よ
り

優
良
雌
牛
を
導
入
し
、母
牛
の
増
頭
及
び
品
質
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。町
単
独
事
業
と
し
て
は「
繁
殖

雌
牛
共
済
掛
金
助
成
事
業
」「
優
良
雌
牛
自
家
保

留
支
援
事
業
」な
ど
に
よ
り
畜
産
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。山
羊
に
つい
て
は
、昨
年
完
成
し
た
久
米
島
町

山
羊
振
興
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、優
良
雌
山
羊

導
入
事
業
な
ど
に
よ
り
、久
米
島
山
羊
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

（
２
）漁
業
の
振
興　

漁
業
に
つ
い
て
は
、農
業
と
共
に
島
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、次
の
施
策
に
よ
り
漁
業
振
興
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

漁
業
基
盤
に
つい
て
は
、一括
交
付
金
を
活
用
し
て

「
漁
港
施
設
機
能
強
化
事
業
」に
よ
り
仲
里
漁
港

の
漁
船
巻
揚
機
の
更
新
に
よ
り
、能
力
強
化
を
図
る

と
と
も
に「
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
場
機
能
強
化
事
業
」に

よ
り
２
号
池
及
び
３
号
池
の
機
能
強
化
を
図
り
ま

す
。ま
た
、「
も
ず
く
加
工
場
機
能
強
化
事
業
」に
よ

り
冷
凍
設
備
の
機
能
強
化
を
図
り
な
が
ら「
浮
漁

礁
整
備
事
業
」に
よ
り
中
層
浮
漁
礁
を
２
基
整
備

し
ま
す
。

（
３
）商
工
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、製
造
業
の
活
性
化

や
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
る
た
め
、農
商

工
、観
光
の
連
携
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

離
島
に
お
い
て
、物
流
コ
ス
ト
が
増
嵩
す
る
た
め
、

生
産
価
格
、販
路
開
拓
な
ど
本
土
と
あ
ら
ゆ
る
面

で
格
差
が
生
じ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、久
米
島

商
工
会
と
連
携
し
て「
久
米
島
特
産
品
販
路
開
拓

事
業
」を
通
し
て
販
売
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

久
米
島
海
洋
深
層
水
関
連
の
産
業
に
お
け
る
年

間
生
産
額
は
20
億
円
の一
大
産
業
へ
と
成
長
し
て
い

ま
す
。

有
望
な
地
域
資
源
で
あ
る
海
洋
深
層
水
関
連
の

事
業
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、久
米
島
海
洋
深
層

水
協
議
会
と
の
連
携
を
図
り
海
洋
深
層
水
関
連
商

品
の
全
国
展
開
を
進
め
ま
す
。

久
米
島
紬
の
振
興
に
つ
い
て
は
、紬
の
技
術
を
継

承
し
保
存
す
る
後
継
者
の
育
成
を
は
じ
め
、国
の
重

要
無
形
文
化
財
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
高
付
加
価
値
商

品
の
開
発
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
商
品
開
発
に

よ
る
販
路
拡
大
、販
売
促
進
な
ど
積
極
的
な
支
援

を
図
り
ま
す
。

（
４
）観
光
産
業
の
振
興

久
米
島
町
観
光
振
興
基
本
計
画
の
実
行
３
年

目
を
踏
ま
え
、観
光
誘
客
計
画
の
点
検
を
行
い
な
が

ら
、観
光
振
興
対
策
を
進
め
て
ま
す
。

観
光
の
形
態
が
多
種・多
様
化
す
る
な
か
、求
め

ら
れ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
久
米
島
町
観
光

協
会
と
連
携
を
図
り
、来
訪
者
の
満
足
度
を
高
め
て

い
く
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

課
題
と
な
って
い
る
知
名
度
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、引
き
続
き
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
展
開
に
よ

り
、久
米
島
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
観
光
誘
客

を
図
り
ま
す
。

観
光
閑
散
期
の
底
上
げ
対
策
と
し
て
、定
期
航

空
路
及
び
航
路
以
外
に
、県
外
地
方
空
港
か
ら
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
や
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
の
誘
致
を

は
じ
め
、世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
に
併
せ
て
ハワ

イ
か
ら
の
久
米
島
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の
商
品
造
成

を
行
い
、新
た
な
誘
客
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、「
島
の
学
校
」体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
着
地
型

観
光
商
品
開
発
の
充
実
を
図
り
、団
体
旅
行
や
民

泊
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
修
学
旅
行
の
誘

致
に
取
り
組
み
ま
す
。

野
球
や
陸
上
競
技
、そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
に
つ
い
て
は
、関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
み
、久
米
島
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
及
び
誘
致
に
つい
て
も
、久
米
島
町
ス
ポ
ー

ツ
コ
ン
ベン
シ
ョン
協
議
会
や
久
米
島
町
観
光
協
会
と

連
携
し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

（
５
）交
通
の
確
保

離
島
を
結
ぶ
航
路
、航
空
路
は
、住
民
の
生
活
に

と
って
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
り
、物
流
、観
光
、産

業
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

現
在
、交
流
人
口
を
対
象
に
那
覇
発
の
航
空
運

賃
は
、沖
縄
県
が
実
施
す
る「
球
美
の
島
交
流
促
進

事
業
」に
よ
り
低
減
し
て
お
り
ま
す
が
、な
お
割
高

感
が
あ
り
ま
す
の
で
、更
な
る
低
減
に
つい
て
要
請
し

て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
、琉
球
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
の
Ｄ

Ｈ
Ｃ
８-

１
０
０（
39
席
）か
ら
新
機
種
Ｄ
Ｈ
Ｃ
８-

４
０
０（
50
席
）貨
物
拡
張
型
に
２
機
の
更
新
が
あ

り
、座
席
の
拡
充
が
図
ら
れ
ま
す
が
、航
空
路
線
の

安
定
運
航
の
確
保
及
び
ジ
ェッ
ト
便
の
増
便
に
つい
て

も
引
き
続
き
要
請
を
行
い
、輸
送
体
制
の
拡
充
、利

便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
．教
育・文
化
の
振
興

久
米
島
町
の
明
る
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

人
づ
く
り
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、小
中

学
校
の
学
力
向
上
に
向
け
た
教
育
環
境
整
備
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。久
米
島
高
校
の
魅
力
化

事
業
の一つ
と
し
て
、島
外
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
が
４
月
か
ら
県
内
の
市
町
村
で
は
初
め

て
の
町
営
の
久
米
島
町
地
域
支
援
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、多
く
の
留
学
生
を
受
入
れ
る
事
で

地
元
出
身
の
生
徒
及
び
地
域
と
の
交
流
を
通
じ
て

お
互
い
に
刺
激
し
合
う
環
境
づ
く
り
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、社
会
教
育
に
お
い
て
は「
知
の
拠
点
」「
読

書
環
境
の
充
実
」と
し
て
、図
書
館
機
能
を
備
え
た

生
涯
学
習
機
能
施
設
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）学
校
教
育
の
充
実

学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、変
動
の
激
し
い

21
世
紀
を
力
強
く
、逞
し
く
生
き
抜
く「
生
き
る

力
」を
全
て
の
子
ど
も
達
に
育
む
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

「
生
き
る
力
」を
育
む
と
は
、「
知・徳・体
」調
和
の

と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
だ
と
考
え
ま
す
。そ
の
中
で

も
、教
育
委
員
会
で
は
、本
町
の
教
育
の
大
き
な
課

題
で
あ
る『
学
力
の
向
上
』を
基
軸
と
し
て
、子
ど
も

達
一
人
一
人
に
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

学
力
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
昨
年
度
小
学
校

で
は
、国
語
、数
学
を
合
わ
せ
た
総
合
正
答
率
で
、目

標
で
あ
る
全
国
平
均
を
初
め
て
上
回
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
年
度
は
そ
の
結
果
を
継
続
で
き
る
よ
う
な
取

組
み
を
し
ま
す
。中
学
校
は
国
語
、数
学
を
合
わ
せ

た
総
合
正
答
率
で
県
平
均
を
超
え
る
こ
と
な
ど
を

目
標
と
し
ま
す
。

こ
れ
ら
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、全
小
中
学

校
で
具
体
的
で
実
践
的
な
助
言
の
で
き
る
専
門
家

を
招
聘
し
、教
師
の
授
業
力
の
向
上
の
た
め
の
研
修

会
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、基
礎
学
力
向
上
学
習
支

援
員
を
、今
年
度
は
小
学
校
３
名
、中
学
校
の
２
校

に
そ
れ
ぞ
れ
２
名
、合
計
７
名
配
置
し
、基
礎
的
な

学
力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、中
学
校
に
は

教
科
書
改
訂
を
機
会
に
、球
美
中
、西
中
の
全
学
年

に
国
語
、数
学
、社
会
科
、理
科
、英
語
の
５
教
科
に
つ

い
て
、デ
ジ
タ
ル
教
科
書
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
り
学
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

教
育
活
動
の
中
で
は
、人
、自
然
、伝
統
文
化
な

ど
、地
域
の
豊
か
な
教
育
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、久
米
島
の
良
さ
を
知
り
、ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
て
る
よ
う
な
子
ど
も
達
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

３
年
目
を
迎
え
る
球
美
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て

は
、町
雇
用
の
教
職
員
を
継
続
配
置
し
て
、生
徒
達

が
伸
び
伸
び
と
学
習
で
き
る
よ
う
な
学
習
環
境
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、統
合
さ
れ
２
園
と
な
り
園

児
数
の
バ
ラ
ン
ス
格
差
に
起
因
す
る
保
育
内
容
や
安

全
面
な
ど
に
対
す
る
課
題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
安
全
安
心
で

円
滑
な
保
育
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
き
め
細
か
な

支
援
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、預
か
り
保
育
に
つい
て

は
、統
廃
合
実
施
園
で
あ
る
仲
里
幼
稚
園
、清
水
幼

稚
園
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
通
り
に
実
施
し
、そ
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

（
２
）生
涯
学
習
の
振
興

生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め
、ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バル
や
新
春
書
道
展
、ま
た
各
種
講
座・体
験
活

動
事
業
等
を
展
開
し
、幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
町

民
が
生
き
生
き
と
学
習
活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

ま
た
、念
願
で
あ
る
図
書
館
建
設
に
つい
て
は
、町

民
の「
知
の
拠
点
」を
念
頭
に
置
き
つつ
、「
第
２
次
久

米
島
町
総
合
計
画
」の
策
定
に
あ
た
り
町
民
よ
り
寄

せ
ら
れ
た
声
を
十
分
反
映
さ
せ
た
複
合・多
機
能
施

設
と
し
て
の
建
設・整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、交
流
事
業
と
し
て
、新
潟
県
十
日
町
と
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の
な
か
さ
と
交
流
、佐
賀
市
と
の
中
学
生
交
流
、海

外
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
事
業
を
継
続
実
施
し
、児
童・生
徒

の
視
野
を
広
め
る
と
と
も
に
将
来
の
久
米
島
を
担

う
人
材
育
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

社
会
体
育
に
つい
て
は
、町
民
の
健
康・体
力
増
進

を
図
る
た
め
、久
米
島
町
体
育
協
会
な
ど
の
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
町
民
運
動
会
や
ふ
れ
あ
い
駅

伝
、水
泳
教
室
な
ど
の
各
種
体
育
行
事
を
実
施
し

ま
す
。ま
た
、久
米
島
中
体
連
行
事
と
し
て
も
実
施

さ
れ
て
い
る
伝
統
競
技
の
沖
縄
角
力
の
保
存
、継
承

を
図
る
た
め
沖
縄
角
力
協
会
久
米
島
支
部
と
連
携

を
図
っ
り
ま
す
。

（
３
）文
化
の
振
興

文
化
振
興
に
つ
い
て
、伝
統
芸
能
や
民
族
芸
能
の

保
存・継
承
を
図
る
た
め
、久
米
島
町
文
化
協
会
や

久
米
島
町
民
俗
芸
能
保
存
会
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
充
実
発
展
に
努
め
る
と
と
も
に
書
道
展
の
開

催
に
つい
て
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

博
物
館
及
び
文
化
財
行
政
に
つ
い
て
は
、博
物
館

活
性
化
に
向
け
、常
設
展
示
を
中
心
に
体
験
教
室・

企
画
展
示・講
座
等
を
開
催
し
、久
米
島
紬
育
成
事

業
、史
跡
等
埋
蔵
文
化
財
公
開
活
用
事
業
、具
志
川

城
跡
整
備
事
業
、文
化
遺
産
保
存
活
用
事
業
を
実

施
し
、本
町
の
貴
重
な
文
化
遺
産
の
保
存
を
図
る
と

と
も
に
、観
光
振
興・地
域
活
性
化
への
活
用
を
図
り

ま
す
。

ま
た
、久
米
島
ホ
タ
ル
館
に
つ
い
て
は
、周
辺
地
域

の
環
境
整
備
を
図
り
環
境
学
習・自
然
学
習
の
拠
点

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
４
）学
校
給
食

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、児
童･

生
徒
が
食
に
関

す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、積
極
的
に
食
育
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に「
安
全・安
心・美
味
し

い
給
食
」の
提
供
に
努
め
ま
す
。ま
た
、地
産
地
消
の

拡
大
に
向
け
て
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

地
元
産
の
食
材
を
学
校
給
食
に
活
用
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

３
．福
祉
の
充
実

町
民
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健・医
療・福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
連
携
に
よ
る
地
域
福
祉
の
充
実
を
図

り
、す
べ
て
の
町
民
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
１
）母
子
保
健・児
童
福
祉

本
町
で
も
少
子
高
齢
化
の
進
展
並
び
に
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、子
育
て
に
関
す

る
様
々
な
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
な
か
で
、安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

安
全
で
安
心
な
妊
娠・出
産
が
で
き
る
よ
う
に
母

体
の
健
康
管
理
、産
後
の
育
児
不
安
の
解
消
、健
康

診
断
な
ど
を
通
し
て
乳
幼
児
の
健
康
確
保
に
取
り

組
む
こ
と
、幼
児
期
か
ら
の
正
し
い
食
事
の
と
り
方
、

望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
、心
身
の
健
全
な
育
成
を

図
る
食
育
の
推
進
や
要
支
援
児
童
への
き
め
細
や
か

な
対
応
な
ど
を
基
本
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、保
育
の
量
的
整
備
を
進
め
、待
機
児
童
の

解
消
を
図
る
と
と
も
に
、保
育
の
質
の
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
２
）健
康
づ
く
り

町
民
の
健
康
状
態
を
改
善
す
る
取
り
組
み
と
し

て
実
施
し
て
い
る「
久
米
島
町
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
の一
環
と
し
て
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
健
康
増
進

施
設「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」（
ス
マ
ッ
プ
）の
内
容
を
充
実
さ
せ

利
用
者
を
増
や
す
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て

は
特
定
検
診
受
診
率
向
上
対
策
委
員
を
委
嘱
し
、

受
診
勧
奨
に
取
り
組
む
ほ
か
に
受
診
料
の
無
料
化

で
、さ
ら
な
る
受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、が
ん
患
者
の
治
療
に
係
る
支
援
と
し
て
、渡

航
費
の一部
を
助
成
し
て
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
り

ま
す
。

（
３
）高
齢
者
福
祉

本
町
の
高
齢
化
率・伸
び
率
と
も
に
沖
縄
県
平
均

よ
り
大
き
く
推
移
し
て
お
り
、約
26
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。介
護
認
定
者
数
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、多
様
化
す
る
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り

組
み
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、国
の
基
本
指
針

に
基
づ
き
介
護
予
防
訪
問
介
護
、介
護
予
防
通
所

介
護
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
な
ど
、新
し
い
総
合
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
４
）障
害
者
福
祉

障
害
が
あ
る
こ
と
で
社
会
参
加
に
消
極
的
な
障

害
者
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。障
害
が
あ
って
も
、そ
の

人
に
あ
っ
た
生
き
が
い
づ
く
り
や
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
社
会
参
加
を
支
援
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、「
障
害
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ－」や「
就
労
継
続
支
援（
Ｂ
型
）」事
業

所
と
の
連
携
に
よ
り
障
害
者
が
自
宅
に
閉
じ
こ
も
る

こ
と
な
く
、地
域
住
民
と
の
交
流
や
就
労
、学
習
、ス

ポ
ー
ツ
活
動
等
への
参
加
機
会
の
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。

（
５
）生
活
困
窮
者
対
策

生
活
困
窮
者
への
支
援
と
し
て
は
困
窮
者
の
自
立

促
進
を
目
的
に
、社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、就

労
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

４
．環
境
保
全
と
地
域
美
化

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、快
適
で
潤
い
の
あ
る

活
気
に
満
ち
た
生
活
を
営
む
こ
と
は
全
町
民
の
願

い
で
あ
ま
す
。先
人
た
ち
か
ら
守
り
継
が
れ
て
き
た

命
の
源
で
あ
る
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
次
世

代
に
繋
げ
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（
１
）ゴ
ミ
対
策

ゴ
ミ
排
出
量
の
推
移
は
、可
燃
収
集
ゴ
ミ
は
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、大
量

生
産
、大
量
消
費
、大
量
廃
棄
と
い
う
浪
費
型
の
生

活
様
式
に
よ
り
県
平
均
よ
り
多
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。ご
み
の
分
け
方
、出
し
方
を
再
検
討
し
、住
民

意
識
の
啓
発
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
監
視
員

を
配
置
し
、役
場
、区
長
会
、警
察
が
連
携
し
た
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
と
と
も
に
民
間
産
業
廃
棄
物
業
者

の
廃
自
動
車
、小
型
家
電
製
品
の
島
外
処
理
に
係
る

輸
送
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

漂
着
ゴ
ミ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
去
活
動
を
実

施
す
る
と
と
も
に
沖
縄
県
海
岸
漂
着
物
に
つい
て
は

地
域
対
策
推
進
事
業
を
活
用
し
、漂
着
物
を
回
収
、

調
査
、環
境
教
育
活
動
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）環
境
美
化・赤
土
流
出
防
止

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、公
共
施
設
及
び

町
道
や
公
園
、観
光
地
施
設
等
の
環
境
美
化
作
業

を
継
続
、強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

緑
化
推
進
事
業
は
引
き
続
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の

連
携
を
密
に
し
、地
域
住
民・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

苗
や
草
花
の
提
供
な
ど
花
づ
く
り
に
取
組
や
す
い
環

境
を
整
備
し
ま
す
。ま
た
、環
境
保
全
に
お
い
て
大

き
な
問
題
で
あ
る
赤
土
流
出
に
つ
い
て
は
、南
部
保

健
所
な
ど
関
係
機
関
と
連
携・協
力
し
な
が
ら
引
き

続
き
監
視
体
制
及
び
指
導
の
強
化
を
行
って
ま
い
り

ま
す
。

５
．生
活
基
盤
の
整
備

町
民
の
生
活・福
祉
の
向
上
及
び
産
業
振
興
の
基

盤
と
な
る
町
道
、農
道
、漁
港
な
ど
の
整
備
を
積
極

的
に
進
め
る
と
同
時
に
県
で
実
施
し
て
お
り
ま
す

県
道
整
備
、港
湾
整
備
、河
川
整
備
、か
ん
が
い
排
水

及
び
水
質
保
全
事
業
に
つい
て
も
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。ま
た
、安
心
し
て
使
え
る
水
を
確
保・供
給

す
る
と
と
も
に
環
境
に
配
慮
し
た
上
下
水
道
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

（
１
）町
道
整
備

新
規
事
業
で
要
望
し
て
い
る
比
嘉
２
号
線
道
路
改

良
工
事
の
採
択
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

継
続
事
業
の
久
米
島
縦
断
線
道
路
改
良
工
事

及
び
大
原
下
線
道
路
改
良
工
事
の
早
期
完
了
に
努

め
ま
す
。老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
道
路
に
つ
き
ま
し

て
は
道
路
施
設
老
朽
化
対
策
点
検
調
査
の
継
続
実

施
に
よ
り
補
修
改
修
の
必
要
箇
所
を
把
握
す
る
と

と
も
に
工
事
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。ま

た
、未
整
備
道
路
の
整
備
に
も
鋭
意
取
り
組
み
ま

す
。

（
２
）農
業
基
盤
整
備

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
に
よ
り
、農
道
、排
水

路
の
整
備
を
継
続
し
て
進
め
ま
す
。ま
た
、ほ
場
内

の
勾
配
修
正・排
水
路・沈
砂
地
な
ど
の
整
備
を
行
い

農
地
か
ら
の
赤
土
流
出
を
防
止
し
て
海
岸
環
境
の

保
全
に
努
め
ま
す
。

平
成
28
年
度
新
規
採
択
予
定
の「
団
体
営
水
質

保
全
対
策
事
業
」で
老
朽
化
施
設
の
更
新
を
行
い
水

利
用・水
管
理
の
効
率
化・省
力
化
、水
利
施
設
の
安

全
性
向
上
を
図
り
な
が
ら
農
業
の
競
争
力
を
強
化

し
ま
す
。

（
３
）漁
港
の
整
備

漁
港
整
備
に
つい
て
は
、継
続
事
業
で
あ
る「
水
産

物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業
」に
よ
り
老
朽
化
し

た
漁
港
の
補
修
改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、鳥
島･

儀
間
漁
港
の
漁
業
従
事
者
の
安
全

確
保
と
就
労
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
の
長
期
計

画
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）公
園
の
整
備

公
園
整
備
の
充
実
を
図
る
た
め
、旧
久
米
島
中

学
校
運
動
場
に
シ
ャ
ワ
ー
室
を
備
え
た
休
憩
所
と
東

屋
を
建
設
す
る
と
と
も
に
遊
具
、３
オ
ン
３
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
、フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
等
を
設
置
し
ま
す
。ま

た
、ふ
れ
あ
い
公
園
に
も
遊
具
を
設
置
し
子
供
連
れ

で
出
か
け
や
す
く
楽
し
め
る
場
所
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
５
）火
葬
場
、葬
祭
場
、墓
地
公
園
の
新
設

本
町
の
火
葬
場
は
、昭
和
54
年
に
建
設
さ
れ
、既

に
36
年
余
り
が
経
過
し
て
お
り
、建
物・火
葬
炉
の

老
朽
化
に
よ
る
故
障
が
度
々
発
生
し
、早
急
な
改
築

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。火
葬
か
ら
告
別
式
ま

で
の一連
の
葬
儀
を
執
り
行
う
こ
と
が
可
能
な
火
葬

場･

葬
祭
場
が
併
設
し
た
施
設
整
備
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、生
活
環
境
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、墓
地
の
無
秩
序
な
立
地
を
防
止
し
、集
約

化
を
図
る
と
と
も
に
同
一敷
地
内
に
永
代
供
養
型
墓

地
公
園
の
建
設
整
備
に
つい
て
も
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

６
．情
報
通
信
基
盤
整
備

離
島
で
あ
る
久
米
島
町
に
と
っ
て
、情
報
通
信
基

盤
は
日
常
生
活
か
ら
、教
育・産
業・福
祉・防
災
な

ど
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。現
在
、

沖
縄
本
島
と
久
米
島
を
結
ぶ
中
継
伝
送
路
は
１

ル
ー
ト
し
か
敷
設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。災
害
発
生
時

に
ケ
ー
ブ
ル
切
断
な
ど
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に

は
地
域
が
孤
立
す
る
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

沖
縄
県
と
連
携
し
て
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
を
２
ル
ー
ト

化
す
る「
久
米
島
ル
ー
プ
」と
い
う
中
継
伝
送
路
の

整
備
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。ル
ー
プ
化
が
実
現
さ

れ
れ
ば
、耐
災
害
性
や
機
能
性
に
優
れ
た
高
度
な
情

報
通
信
基
盤
と
な
る
た
め
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
誘
致

に
対
し
て
有
利
に
働
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。ま

た
、現
在
、町
が
各
機
関
連
携
で
予
定
し
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
各
種
遠
隔
教
育
の
充
実

強
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

７
．消
防・防
災

　

各
種
災
害
へ
の
予
防
及
び
被
害
の
軽
減
に
努

め
、尊
い
人
命
や
貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
日
々
の

訓
練
を
積
み
重
ね
消
防
力
の「
充
実・強
化
」に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）消
防
体
制
強
化

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
共
同
整
備
が
完
了

し
、県
内
36
市
町
村
で
構
成
す
る
沖
縄
県
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
が
嘉
手
納
町
の
ニ
ラ
イ
消
防
本
部
に
設

置
さ
れ
、平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
１
１
９
番
通
報

の
受
信
及
び
消
防
指
令
業
務
が
共
同
で
本
格
運
用

さ
れ
ま
す
。 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、広
域
的
災
害
に
強

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、消
防
サ
ー
ビ
ス
の
高
度

化
を
図
り
ま
す
。

（
２
）救
急
業
務

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、救
命
率
の
向
上
、傷

病
者
の
負
担
軽
減
な
ど
質
の
高
い
救
急
医
療
を
住
民

に
提
供
す
る
た
め
、計
画
的
に
病
院
実
習
や
追
加
講

習
を
実
施
す
る
な
ど
救
急
隊
員
の
技
術
の
向
上
を

図
って
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、応
急
手
当
の
普
及
活
動

に
お
い
て
も
、実
際
に
住
民
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し

て
の
応
急
処
置
を
施
し
た
、救
命
効
果
事
例
が
あ
り

ま
し
た
。本
年
度
も
引
き
続
き
、町
民
及
び
事
業
所

な
ど
へ
応
急
手
当
普
及
啓
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。さ
ら
に
多
様
化
す
る
救
急
業
務
に
対
応
す
る
た

め
特
定
防
衛
施
設
周
辺
の
民
生
安
定
施
設
の
整
備

と
し
て
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新
し
ま
す
。

（
３
）火
災
予
防

住
宅
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
で
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
か
ら
５
年
が
経

過
し
ま
し
た
。久
米
島
町
に
お
け
る
設
置
率
は
約

70
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
って
お
り
ま
す
。未
設
置
の
住
宅

に
つい
て
も
ひ
き
つ
づ
き
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
推
進・強
化
を
図
り
ま
す
。

（
４
）地
域
防
災

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
、消
防
団
や
自

主
防
災
組
織
及
び
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化

を
図
り「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

こ
と
を
基
本
に
、社
会
環
境
の
変
化
に
即
し
た
消
防

防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
な
が
ら
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

よ
って
、平
成
28
年
度
予
算
案
の
総
額
は
、次
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

一般
会
計　
　
　
　
　

  

７
，４
０
８
，２
０
０
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計　

１
，４
７
０
，９
３
８
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　

７
１
，５
３
０
千
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計　

 

２
８
４
，２
２
８
千
円

水
道
事
業
会
計　
　
　
　

 

３
０
１
，０
４
０
千
円

合　
　

計　
　
　
　
　

９
，５
３
５
，９
３
６
千
円

以
上
、平
成
28
年
度
の
町
政
運
営
に
あ
た
り
、私

の
所
信
や
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
、述
べ
て
ま
い
り
ま

し
た
。久
米
島
町
第
２
次
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
、

今
年
が
そ
の
初
年
度
に
な
り
ま
す
。「
人
口
減
少
」

に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
課
題
と
向
き
合
い
な
が

ら
、そ
こ
に
暮
ら
す「
す
べ
て
の
世
代
が
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
島
」、「
人
を
惹
き
付
け
る
島
」を
し
ま
づ

く
り
の
目
標
に
し
、町
民
一人
一人
が「
夢
つ
む
ぐ
島
」

の
実
現
に
向
け
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、町
民
と
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
、協
力
し
な
が
ら
行
う
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、町
民
の
皆
様
と
議
員
各
位
の
ご
理
解
、ご
協
力

を
お
願
い
し
て
私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
８
日 久

米
島
町
長　

大
田
　
治
雄

45



　平成27年４月にスタートした公設民営塾「久
米島学習センター」の１期生である３年生が無
事卒業しました。４月の頃はなんとなく勉強を
しないといけないなぁという雰囲気だった３年
生も日が経つにつれて少しずつ変化が見られる
ようになってきました。
　夏休みには毎日７時間近く勉強し、年末年始
のセンター試験に向けての追い上げでは周りの
雰囲気に流されず受験勉強をしてくれました。
　その頑張っている姿は後に続く後輩たちの良
きお手本となったのではないでしょうか。卒業
生の中には、40年ぶりに琉球大学教育学部小・
中学校音楽コースに合格した生徒もいます。

　私たちスタッフも３年生に対して、時には叱ったり、一緒に喜んだり、悩んだりしました。その日々は私たちにとっても
かけがえのない思い出です。学習センターで頑張って得たものは知識だけではなく、今後の皆さんの人生に生きてくると
信じています。
　学習センターの１期生の皆さんが、自分の夢をかなえに島に
帰ってくる日を楽しみに待っています。

久米島学習センター１期生卒業久米島学習センター１期生卒業

　久米島高校魅力化事業として島外・県
外からの生徒受け入れを開始して丸 2 年。
現在、1年生10人、2年生4人の離島留
学生が学んでいます。そのうち 6人が園芸
科です。生徒たちは部活動や生徒会はもち
ろん、エイサー、現代版組踊など久米島で
しかできないことにもチャレンジしていま
す。また公設民営塾「久米島学習センター」
で進路実現に向けて勉強に打ち込んでい
る生徒もいます。
　これまで高校魅力化事業は、1年目に離
島留学開始、2年目に久米島学習センター
の開校と進んできましたが、3 年目となる今年は 4 月に島外生用の宿泊施設と久米島学習センターを併設した交流学
習センター「じんぶん館」が開所し、新たな段階に入ります。「じんぶん館」は、ここで過ごす仲間たちと切磋琢磨し、“じん
ぶん”（知恵）を身につけて世の中に羽ばたいてほしいという想いを込めて名づけられました。「自分で探し、選び、決断す
る力を身につける」をコンセプトに、単に寝泊りするだけの場所ではなく、地域の方々との交流などを通してさまざまな
学びの機会のある施設にしていく予定です。
　平成 28年度は新たに7人の離島留学生が加わり、21人が「じんぶん館」や里親さんの家庭などで生活します。高校
生の様子は、広報誌とともに配布される久米高通信や久米島学習センター通信でもお届けしています。引き続き、皆さ
まからの温かい応援をよろしくお願いいたします。

今年も離島留学生が入学します！今年も離島留学生が入学します！～宿泊施設も完成、充実した学びの拠点に～～宿泊施設も完成、充実した学びの拠点に～

教育委員会　☎９８５-2287お問合せ

久米島学習センター　☎080-2128-７１14お問合せ

　第４１回沖縄県吹奏楽ソロコンテストにおいて、久米島西
中学校３年生の永田玲南さんがマルチパーカッション独奏
の部で金賞を受賞しました。
　マルチパーカッションは、打楽器の演奏なので、メトロ
ノームに合わせたリズムをとり続ける練習をし、地道に努力
を重ねた成果が実りました。
　永田さんは、「貴重な体験をさせてもらいました。高校で
もチャレンジしていきたいです」と笑顔で今後の意気込み
を語りました。

教育委員会からのお知らせ

お問合せ 教育委員会　☎９８５-2287

吹奏楽ソロコンテスト金賞受賞報告吹奏楽ソロコンテスト金賞受賞報告

手話検定合格手話検定合格

たんなふぁくるーで合格＆進級お祝いたんなふぁくるーで合格＆進級お祝い

2/29

　この度、久米島ホタルの会が「第１４回トム・ソーヤースクール企
画コンテスト」と「第６回地域再生大賞」で優秀賞を受賞しました。
　いずれの受賞もホタレンジャーの日頃の活動実績が評価されまし
た。地域再生大賞については、各地方紙からの推薦によるもので、
小さな離島でもこつこつと頑張り続けている成果が認められました。
　久米島ホタルの会の島村会長は、「久米島の自然を壊さず、いか
に守り続けるか、今後とも頑張っていきたい」と受賞の喜びと抱負
を述べました。

　聴覚障害者と円滑なコミュニケーションをはかる手話能力について検定する「手話技能検定試験」が 1 月に
開催され、その結果が発表されました。 
　この試験は、町教育委員会主催「やさしい手話教室―入門編」「手話教室―基礎編」の修了生のほか、検定
試験の勉強会から参加した高校生が挑戦し、4 級が 6 人、5 級が 7人、受験者全員が見事合格を果たしました。 
　昨年、手話を言語として認め、手話によるコ
ミュニケーションや情報提供が保障される環境
を実現する「手話言語法」の制定を求める意見
書が全国すべての自治体議会で採択されました。
　今後、法制定を国に求める動きに合わせ、本
町でも手話の普及と手話のできる人材のニーズ
が高まることが予想されます。

　真喜志菓子店より、中学校の卒業祝いとして「五角たんなふぁく
る～」が贈られました。 
　このお菓子は、久米島の名勝「畳石」をモチーフとし、五角と合
格をかけて縁起をかついだ一品です。 
　久米島西中、球美中の全学年全生徒にプレゼントされ、卒業生の
門出と在校生の進級をお祝いしました。

地域再生大賞受賞地域再生大賞受賞 2/29
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座席にゆとり、快適な飛行を
RAC 新機種「DHC －Ｑ 400CC」内覧会

　那覇から飛行してきた新機種を出迎えた後、機内の見学が行われ
ました。
　客室乗務員の小倉さんより新機種の特性について説明があり、全
体的に座席の足元が広くなっていることや読書灯は、LED仕様で明
るくなっていること等が話されました。
　見学に訪れた仲里幼稚園、清水幼稚園の園児たちも新しい飛行機
の座席に座ったり、コックピットを見たり、見学を楽しんでいました。

　貨物室も広くなっており、荷物も多く運ぶことが出来るので、これまで、１回で運搬できる重さに制限がかかっ
ていた課題の解消にもつながります。
　RAC新機種の就航は、４月15日から873便/874便と875便/876便となります。

浦崎沖縄県副知事視察
　２月 18 日から 19 日にかけて、浦崎唯昭沖
縄県副知事が来島し、県道主要箇所や空港ター
ミナルビル、海洋深層水関連施設などを視察
しました。
　大田町長から県道の歩道未設置部分の早期
整備、空港ターミナルビル老朽化に関わる修
繕等の依頼をし、浦崎副知事からは前向きに
検討したい旨の返答がありました。

自分のやりたいビジネスを見つける
女性創業支援セミナー

　沖縄総合事務局主催による「女性創業セミナー」が３月12日、
久米島町老人福祉センターで開催されました。
　ブルームーンパートナーズ株式会社執行役員の山城あゆみ
さんによる講演では、沖縄県は、資本金が少なく気軽に起業
が出来るメリットや反面、廃業率も比例している等の話があ
りました。
　グループワークでは、実際、創業している方、これから創
業を考えている方、それぞれのアイディアを整理していくこ
とで、自分たちはどのようなビジネスを展開していきたいかを少しずつ明確にしていきました。参加者からは、「定
期的にこのようなセミナーを行ってほしい」という声もあり、有意義なセミナーとなりました。

久米島紬の魅力、再発見!!
久米島紬と久米島花織の新作及び復元制作発表展

　字真謝出身の織物作家、川前和香子さんの展示会「久米島紬と久
米島花織の新作及び復元制作発表展」（川前和香子織物実行委員会
主催）が、３月５日から13日まで久米島博物館で開催されました。
　川前さんは久米島紬の新商品開発や久米島のノロ家に伝わる古
い織物資料を基に「久米島花織」復元研究に取り組んでおり、御巾

（ティサージ）や手花織技法を用いた久米島花織の着尺や帯地など
60点のほか、川前さんの母親で重要無形文化財久米島紬保持団体
初代代表の故玉城カマドさんの作品も展示されていました。

たくさんのお仕事楽しんだよ～
グッジョブ・わくわくワーク

　３月６日、具志川改善センターにて小学校３年生から中学１年生
を対象に「グッジョブくめじま　わくわくワーク」が開催されました。
　会場では、14 のお仕事を体験するブースが設けられ、警察のお
仕事では、テレビドラマでよく見る「鑑識(かんしき)」の体験をした
り、空港業務では、DVDを観ながら飛行機の誘導をしたりしました。
貨物室の荷物運びを体験した清水小５年生の与儀なぎささんは「色
んな形があって工夫をした。チームワークが大事だと思った」と感
想を述べました。子どもたちは、限られた時間内に１つでも多くブー
スを回り、積極的にお仕事体験をしました。

パチパチはじいて、楽しく計算
久米島そろばんボランティア教室

　３月４日、清水小学校３年生を対象にそろばんボラ
ンティア教室が行われ、パチパチとそろばんをはじく
音が教室に響き渡りました。
　生徒らはお互い教え合いながらそろばんを使って計
算問題を解き、最後にはフラッシュ暗算までチャレン
ジしました。
　久米島そろばん教室の山元朝弥先生は、「そろばん
に初めて触れる生徒も、すぐに使い方を覚えて、上手
にそろばんを使いこなしていました。そろばんの楽し
さが、少しでも伝われば嬉しいです」と話しました。

久米島のためにできることは何か
地域円卓会議 in 久米島

　３月３日、「地域円卓会議in久米島」（主催：国立大学法人
琉球大学、公立大学法人名桜大学）が具志川改善センターに
て開催されました。
　「県内の島嶼地域の若者の定住と働き場所について考える」
をテーマに久米島の現状について、着席者５人が議論を展開
しました。人口減少の課題がベースとなり、進学や就職等の
理由で島外に出た若者を中心に島に戻ってくるためのプラッ
ト・フォームづくりが必要であること等が話されました。
　様々なところから出る「情報」をいかに整理し、活用してい
くかが久米島を元気にし、課題を一つ一つ解決できるかがわ
かる会議となりました。

子育て支援での活用を
久米島商工会青年部あみだくじ収益金の一部を寄付

　３月２日、久米島商工会青年部は、久米島まつり
の時に青年部主催で行われるあみだくじの収益の一
部を久米島町社会福祉協議会へ５万円の寄付をしま
した。
　商工会青年部の田場部長は、「今回の寄付は、主
に子育てにおける支援に役立てて欲しい」と話し、
社協の儀間会長は、「子育て支援に使わせていただ
きます」とお礼を述べました。
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福祉課　☎985-7124お問合せ

　次のような事情で生活が著しく困難になり、保険税を納めることができないときは、申請により国民健康保険税
の減免を受けられることがあります。滞納になる前にお早めにご相談ください。
※条件に該当していても審査により減免できない場合があります。

　特定疾患患者等に対して島外の病院に通院される渡航費の援助を行います。
（目的）
　特定疾患患者が治療のために本町以外の医療機関で通院治療を余儀なくされている患者等の渡航に伴う経済的負
担の軽減することを目的とする。
（支給対象者）
　　• 特定疾患治療研究事業で沖縄県知事の発行する受給者証の交付を受けている者
　　• 小児慢性特定疾患治療研究事業で沖縄県知事の発行する受給者証の交付を受けている者
　　• 悪性新生物（ガン）に罹患している者であり、かつ本町以外の専門の医療機関での通院治療が必要と主治医が
　　  認めた者。※診断書
（助成額）
　　• 助成額は、対象者１人1万円を基本とし、付き添い人が必要と認めた場合は、1万5千円を限度とする。
　　  （交通費の領収書添付）
　　• 渡航費の助成回数は、患者または、児童等１人につき各年度5回までとする。

・低所得高齢者に対する臨時福祉給付金とは
　　政府において、「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少ない高齢者の方に対して、
　 ３万円の給付金を支給することとなり、各市町村から、支給対象者となる住民の方に、給付金を支給するものです。

対 象 者 ：平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者（平成27年度分の住民税の非課税者）で平成29年3月31日
までに65歳以上になる方

 （ただし、課税者の扶養家族や生活保護の受給者である方などは除きます。）
支 給 額：１人につき３万円
申 請 先：平成27年１月１日時点で住民票がある市町村です。申請書及び確認書類を郵送または福祉課へ直接提

出して下さい。（具志川庁舎総合窓口への提出も可能です。）※申請書の記入方法などで不明な点があり
ましたら福祉課までお問い合わせください。

申請期間：5月９日（月）～ 6月30日（木）※申請期間を過ぎた場合は、受給できなくなりますのでご注意ください。

・支給対象になるかを町にて審査し、審査結果を通知いたします。
・申請された方で、審査の結果、支給対象から外れる場合もございますのでご了承ください。

国民健康保険税の減免申請について国民健康保険税の減免申請について

難病、特定疾患患者に対する渡航費の助成について難病、特定疾患患者に対する渡航費の助成について

低所得高齢者に対する臨時福祉給付金のお知らせ低所得高齢者に対する臨時福祉給付金のお知らせ低所得高齢者に対する臨時福祉給付金のお知らせ低所得高齢者に対する臨時福祉給付金のお知らせ

必要書類事　由
震災、風災害、火災その他これらに類する災害により、
家屋又は家財に重大な損害を受けたとき
災害のため、農作物による収入が著しく減少したとき

事業もしくは業務の休廃等により所得が著しく減少したとき

減少を証明する書類、印鑑
休業・廃業届の写し、雇用保険受給資格者証明書等、
収入と必要経費の確認できる書類、印鑑

長期の疾病又は負傷により所得が著しく減少したとき
65歳以上のみの世帯で著しく収入が減少したとき

医師の診断書、又は入院を証明できるもの等、印鑑
収入減少が証明できる書類、印鑑

他の者を扶養している者で著しく収入が減少したとき 収入減少が証明できる書類、印鑑

債務返済等のため居住用財産(住んでいた家)を譲渡したとき 売買の証明できるもの、返済を証明できるもの、印鑑
刑事施設、労役場その他これらに準ずる施設に拘禁されたとき 在監証明等の拘禁されていることを確認できる書類

り災証明書、印鑑
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久米島健康プロジェクト（福祉課内）　☎９８５-７１２4お問合せ

PM2.5より恐ろしいタバコのけむり
　PM2.5という言葉を聞いたことがありますか？これは
空気中に浮遊する有害物質の粒子の大きさを表すもの
です。北京の公害で有名ですが､ここ久米島でも同じぐ
らいのPM2.5の濃度の場所があります。
　それは煙草を吸う人が乗る車の中や、煙草を吸う人が
いる居酒屋の中です。表の①はそれらの場所のPM2.5
の濃度を比べたものです。PM2.5が10μｇ/㎥増加す
る毎に全死亡リスクが10～15％増加します。
　PM2.5の安全限界は40μｇ/㎥と言われています。
　子どもが一緒に居る車や居酒屋で喫煙するといかに危
険かわかりますね。

受動喫煙による子どもへの悪影響
　それでは具体的に子どもにはどのような障害が起こる
のでしょうか？出生前と出生後に分けて受動喫煙で子ど
もにおこってくる病気を表②で示しています。喘息や気
管支炎ばかりでなく､小児癌や白血病の危険性も増大し
てくるのです。
　受動喫煙は子どもの病気や､発育、運動能力に影響を
与えるばかりではありません。知能の発育にも悪い影響
が出てくるのです。図の①は米国オハイオ州で6～16歳
の子どもに知能テストが行われた結果です。家庭で受
動喫煙を受け、血中コチニン濃度（ニコチンの代謝産
物）が高い子どもほど、試験の点数が低いことがわかり
ました。勉強するように子どもに言う前に、親が子ども
の居るところで煙草を吸ってはだめなのです。

両親の喫煙は子どもの将来に・・・
　両親の喫煙は子どもの喫煙開始に影響を与えます。
　図②は喫煙の経験がある高校生男子のデータですが、
両親ともに非喫煙の子どもに比べて、両親ともに喫煙す
る場合には子どもの喫煙リスクは約３倍に上昇します。
子どもを喫煙者にしたくなければ、親が禁煙することが
重要です。

からから

子どもを守ろう子どもを守ろう害害タバコタバコ
のの

受動喫煙防止に向けて
表①　屋内のPM2.5の濃度

表②　子どもの受動喫煙関連疾患

図①　小児の受動喫煙と知能低下

図②　両親の喫煙が子どもに与える影響
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病気・障害

乳幼児突然死症候群
母乳保育率低下
母乳のメリットを消す
小児白血病・脳腫瘍
気管支炎
中耳炎
学童・幼児期の喘息
注意欠如・多動性障害
知能指数低下
学童期の肥満
成人期の糖尿病・心臓病

２～５倍 出生前・出生後
ニコチンがプロラクチンの分泌を抑制
母乳の肥満予防・知的能力増加・感染防御効果が消失
２～５倍 出生前・出生後
1.5倍～2.0倍 出生後母親喫煙影響大
1.5倍 出生後母親喫煙影響大 
1.5倍 出生後母親喫煙影響大
２～５倍 出生前母親喫煙
10ポイント 出生前母親喫煙
２～３倍 妊娠初期母親喫煙
２～４倍 妊娠初期母親喫煙

リスクの増加度（倍）
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母（－）

1

1.67

1.12

2.94

父（+）
母（－）

父（－）
母（+）

父（+）
母（+）
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　２月 27日、東京阿佐ヶ谷のアンテナショップ「久
米島印商店」で、首都圏に住む久米島ファンクラブ
会員や観光大使、島内外からの関係者も参加して
46人が交流を深めました。
　久米島ファンクラブとは、NPO 法人くめじまが
運営する「久米島町特別住民登録プロジェクト」で、
島外に住みながら久米島を想い、久米島を愛する方々
が入会しており、現在 153 世帯、274 人が入会し
ています。
　今回、ファンクラブが７周年を迎え、会員の方々
への感謝と会員相互の交流を深めることを目的に開
催されました。島の特産品を使った料理を囲み、自
己紹介やファンクラブ報告、意見交換会が行われま
した。今年初めて久米島を訪れた方から 70 回以上

訪れた方までそれぞれが久米島への想いを熱く語り、盛り上がりました。島の特産品が当たる抽選会や島唄
演奏、久米島町音頭が披露され、大いに会場を沸かせました。
　最後にファンクラブ関係者は、「今回は東京での開催だったが、このような集いを各地で開催していきたい」
と豊富を語りました。

定
期
便
り

　
銭
田
森
林
公
園
内
に
計
画
中
の
子
ど
も
の
た
め
の
交
流
拠
点
施
設
「
風
の
帰

る
森
」
と
の
将
来
的
な
連
携
を
想
定
し
た
新
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

カ
フ
ェ
「
風
人
」（
か
ぜ
び
と
）
と
無
料
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
「
風
の
わ
ら
び
」
が
、

久
米
島
空
港
２
階
に
中
旬
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

　「
風
人
」
は
久
米
島
町
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
無
線w

ifi

や

コ
ピ
ー
機
な
ど
を
完
備
し
た
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
ま
た
島
内
の
求
人
物
件

情
報
を
ま
と
め
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（http://kazebito.com

）
も
同
時
開

設
い
た
し
ま
す
。「
風
の
わ
ら
び
」
は
未
就
学
児
向
け
の
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
で
子

連
れ
旅
行
者
や
島
内
の
子
育
て
中
の
親
子
が
使
え
る
無
料
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
か
ら
は
「
久
米
島
は
雨
の
日
に
使
え
る
遊
び
場
が
以

外
と
少
な
い
」
と
い
う
話
を
よ
く
伺
い
ま
す
。
久
米
島
空
港
２
階
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
き
っ
か
け
に
、
空
港
全
体
が
今
以
上
に
島
内
の
方
々
の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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お問合せ プロジェクト推進室

「風の帰る森」はメイドイン久米島をコンセプトにした
プロジェクトです。現在計画の進行や実作業は、島内の
デザイン会社である「久米クリエーション」が担当させ
て頂いております。ご意見ご感想等お待ちしております。
久米クリエーション：info@kumecreation.com
担当：田場勝治・渡辺信介

☎098-985-7141

△久米島空港２階　カフェ「風人」（かぜびと）完成イメージ

△久米島空港２階　キッズルーム「風のわらび」完成イメージ

△「風人」のオブジェ（作：堀野富洋氏）

◁「風人」内のワーキングスペース
完成イメージ：貸切のスペースとし
て会議や小セミナーを行うことがで
きます。

今 月 の 担 当

渡 辺  信 介
久米クリエーション

今
月
、
久
米
島
空
港
２
階
に
新
し
い
ス
ペ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

久米島ファンクラブ会員が交流を深めて久米島ファンクラブ会員が交流を深めて
久米島ファンクラブin東京第4回第4回

　２月20日、第４回久米島町長杯・第２回JALJTAカップパークゴルフ大会が開催され、今大会は、180人が
エントリーし、熱い闘いが繰り広げられました。
　優勝者には、久米島ー北海道往復航空券が贈られました。

　２月20日、第４回久米島町長杯・第２回JALJTAカップパークゴルフ大会が開催され、今大会は、180人が
エントリーし、熱い闘いが繰り広げられました。
　優勝者には、久米島ー北海道往復航空券が贈られました。

　２月28日、イーフビーチをスタート・ゴールに「第２回久米島トライアスロン大会」が開催されました。
　前日の大雨の影響もなく、晴れ渡る青空の下、大会は行
われ、スイム２ｋｍ、バイク47ｋｍ、ラン20ｋｍを248人
の選手らが駆け抜けました。
　選手らは、昨年よりアップダウンのあるコースに挑み
204人が完走しました。
　男子優勝は、菅沼　伸哉さん（豊見城市）、女子優勝は、
松本　華奈さん（島根県）でした。　東京から初めて参加
した一木さんと橋口さんは、「自然を満喫することができ
た。日本一早い開催なので、他大会に向けた練習コースと
してとても良い大会」と話しました。

久米島トライアスロン大会久米島トライアスロン大会久米島トライアスロン大会

久米島町長杯久米島町長杯

第2回第2回

第2回第2回

ＪＡＬＪＴＡカップＪＡＬＪＴＡカップ
パークゴルフ大会パークゴルフ大会

　結果は以下のとおりです　結果は以下のとおりです
男子男子男子 女子女子女子

優勝　喜久里　強　（久米島町）　スコア　  94
２位　上里　憲男　（久米島町）　スコア　  98
３位　佐々木　修　（久米島町）　スコア　103

優勝　國吉　裕子　（久米島町）　スコア　104
２位　長谷川光江　（千 葉 県）　スコア　108
３位　佐藤　典子　（北 海 道）　スコア　113

優勝 菅　沼　伸　哉　豊見城市  03°24′01″

2 位 竹　内　鉄　平　愛 知 県  03°36′13″

3 位 五十川　陸　斗　神奈川県  03°45′53″

優勝 松　本　華　奈　島根県  03°55′24″

2 位 田　中　真　紀　東京都  04°12′17″

3 位 田　中　真　奈　大阪府  04°27′40″

リレー2名1組 1位  天然パーマ  03°56′08″

リレー3名1組 1位  那覇警察署  03°45′21″

リレー6名1組 1位  チーム沖工H9  03°56′55″

男子の部 女子の部 リレーの部
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公
立
久
米
島
病
院
だ
よ
り

公
立
久
米
島
病
院
だ
よ
り

　

今
回
か
ら
「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
：
Ａ
Ｓ

Ｄ
」
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
き
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｄ

は
自
閉
症
の
特
徴
を
も
つ
疾
患
を
ま
と
め
た
総

称
で
す
。
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
い
う
の
は
虹
の
色

が
赤
〜
黄
〜
緑
と
続
い
て
い
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ

れ
の
疾
患
の
間
に
は
っ
き
り
と
し
た
境
界
を
持

た
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
重
度
の
知
的

障
害
を
伴
い
日
常
会
話
が
困
難
な
ほ
ど
の
「
自

閉
症
」
か
ら
、
知
的
能
力
は
高
く
社
会
に
出
て

か
ら
対
人
関
係
の
困
難
さ
で
気
づ
か
れ
る
よ
う

な「
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
」ま
で
症
状
は
様
々

で
す
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
は

100
人
に
２
〜
３
人
の
発
生
頻

度
で
、
男
性
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
（
女
性
の

９
倍
！
）。

　

以
前
は
別
々
に
考
え
ら
れ
て
い
た
疾
患
を
ま

と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
疾
患
を
も

つ
人
た
ち
に
共
通
す
る
特
性
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
る
社
会
生
活
の
困
難
さ
は
知
的
障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
大
き
い
た
め
で
す
。
そ
の
特
性
と

は 
①
「
対
人
関
係
の
困
難
さ
」
と 

②
「
こ
だ

わ
り
行
動（
柔
軟
な
対
応
が
困
難
）・
感
覚
過
敏
」

で
す
。

　

①
「
対
人
関
係
の
困
難
さ
」
は
、
主
に
他
人

の
気
持
ち
を
言
葉
や
表
情
か
ら
読
み
取
っ
た

り
、
気
持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と

で
す
。
乳
幼
児
期
の
特
徴
と
し
て
は
あ
や
し
笑

い
を
し
な
い
、
抱
っ
こ
を
嫌
が
る
、
一
人
遊
び

が
多
い
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
成
長
に
つ
れ
て

会
話
は
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
ユ
ー
モ
ア

や
比
喩
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
実
は
相
手
の

話
し
て
い
る
内
容
が
十
分
理
解
で
き
て
い
な
か

っ
た
り
し
て
苦
労
し
ま
す
。

　

②
「
こ
だ
わ
り
行
動
」
と
い
う
の
は
「
決
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
安
心
す
る
」状
態
と
も
い
え
、

例
え
ば
登
園
ま
で
の
道
順
が
同
じ
で
な
い
と
嫌

が
っ
た
り
、
予
定
が
変
更
さ
れ
る
と
パ
ニ
ッ
ク

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
手
を
ひ
ら
ひ
ら

さ
せ
た
り
、
身
体
を
揺
り
動
か
す
な
ど
の
反
復

的
な
行
動
（
常
同
性
）
や
、
あ
る
一
定
の
も
の

（
虫
、乗
り
物
な
ど
）
に
強
い
興
味
を
示
し
、「
○

○
博
士
」
と
呼
ば
れ
る
程
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

感
覚
刺
激
に
対
す
る
反
応
の
違
い
か
ら
、寒
さ
・

暑
さ
に
強
か
っ
た
り
、
あ
る
音
を
極
端
に
嫌
が

っ
た
り
、過
度
の
偏
食
が
み
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

　

他
に
も
多
く
の
点
で
物
事
の
認
識
の
仕
方
が

人
と
違
う
た
め
に
、
社
会
生
活
の
様
々
な
場
面

で
困
難
を
来
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の
人
が
そ
の

事
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち

は
格
段
に
生
活
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
コ

ー
ナ
ー
が
そ
の
助
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
〈
久
米
島
町
の
発
達
障
が
い
相
談
窓
口
〉

・
親
子
支
援
事
業
：
役
場
福
祉
課
（
担
当 

新
垣
）　

☎
９
８
５

−

７
１
２
４

・
小
児
科
外
来
：
公
立
久
米
島
病
院　

小
児
科

（
担
当 

渡
邊
）　

火
曜
・
金
曜
の
午
後

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
は

　
　
　
　
　
　
〜
発
達
障
が
い
を
知
ろ
う
シ
リ
ー
ズ
⑦
〜

小
児
科
医
　
渡
邉
　
幸

　「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」を平成２７年度全国統一防火標語とし、３月１日から７日ま
での間、春季全国火災予防運動を実施しました。
　火災予防運動期間中は、一日消防長による特別点検や防火対象物・危険物施設立入査察、独居老
人宅防火診断、山火事消防訓練などの行事が行われました。

久米島消防
☎985-3281消防だより消防だより消防だより消防だより

※火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために
　住宅用火災警報器を設置しましょう。
○消防法及び市町村条例（平成23年６月施行）により、
　すべての住宅に火災警報器が義務づけられました。

平成 28 年春季全国火災予防運動平成 28 年春季全国火災予防運動

住宅防火いのちを守る住宅防火いのちを守る

2月出動状況（　）は、平成28年累計

合　計　　 47件（81件）

●救　急 ……46 件（80件）●風水害 …… 0 件（  0件）
●火　災 …… 0 件（  0件）●捜　索 …… 1 件（  1件）
●救　助 …… 0 件（  0件）●その他 …… 0 件（  0件）

７つのポイントつのポイント －３つの習慣・４つの対策－

３つの習慣 4つの対策
○寝たばこは、絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから
　離れた位置で使用する。

○ガスこんろなどのそばを離れると
　きは、必ず火を消す。

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、
　防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、
　住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
　隣近所の協力体制をつくる。

　

高
齢
と
な
る
と
骨
が
も
ろ
く
な
り
、

骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
年
齢
以
上

に
も
ろ
く
な
る
状
態
は
骨
粗
鬆
症
と
い

い
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
骨
折
し
や
す

い
場
所
は
次
の
４
カ
所
で
す
。
①
背
骨

の
骨
、
こ
れ
は
ド
ス
ン
と
お
尻
か
ら
転

ん
だ
時
に
起
こ
り
や
す
い
骨
折
で
す

が
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
重
い
も
の
を
持

ち
上
げ
る
だ
け
で
骨
折
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
体
幹
に
コ
ル
セ
ッ
ト
を
し
て

４
週
間
の
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
で
す
。
②

前
腕
骨
遠
位
端
骨
折
、
前
の
め
り
に

転
ん
で
手
を
つ
い
た
時
に
起
こ
る
骨
折

で
、
手
首
が
フ
ォ
ー
ク
の
よ
う
に
変
形

し
て
し
ま
う
骨
折
で
す
。
変
形
を
整
復

し
た
あ
と
に
ギ
プ
ス
固
定
を
し
ま
す
。

③
大
腿
骨
頸
部
骨
折
、
最
も
代
表
的
な

骨
折
で
す
が
、
転
ぶ
時
に
足
を
ひ
ね
っ

た
よ
う
な
時
や
転
ん
で
直
接
股
関
節
に

力
が
加
わ
っ
た
時
に
起
こ
り
や
す
い
骨

折
で
、
転
倒
後
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い

状
態
の
と
き
は
強
く
疑
わ
れ
ま
す
。
手

術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
④
上
腕
骨
近

位
端
骨
折
、
転
ん
で
肩
を
打
っ
た
時
に

お
こ
り
ま
す
。
転
位
の
少
な
い
も
の
は

そ
の
ま
ま
保
存
的
に
見
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
こ
れ
ら
の
骨
折
が
起
こ
り
や
す

い
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
た
め
に
Ｆ
Ｒ
Ａ

Ｘ
と
い
う
評
価
方
法
が
あ
り
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
開
発
し
た
計
算
式
で
、

h
ttp

://w
w

w
.sh

effield
.ac.u

k/
FRAX

/tool.jsp?lang=jp

に
ア
ク
セ

ス
し
て
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。年
齢
、

性
別
、
身
長
、
体
重
、
骨
折
歴
、
両
親

の
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
歴
、
現
在
の
喫

煙
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の
内
服
の
有
無
、
関

節
リ
ウ
マ
チ
、
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂

取
、
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
今
後
10
年
間

で
の
骨
折
の
リ
ス
ク
を
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
リ
ス
ク
が
15
％
を
超
え

る
場
合
は
薬
物
療
法
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
さ
て
前
回
出
さ
れ
た
ク

イ
ズ
は
「
骨
が
弱
く
な
り
始
め
る
の

は
、
何
歳
頃
か
ら
で
し
ょ
う
？
」
①
40

歳
、
②
50
歳
、
③
60
歳
で
し
た
。
答
え

は
②
50
歳
。
男
女
共
に
ホ
ル
モ
ン
が
減

少
す
る
50
歳
前
後
か
ら
骨
が
も
ろ
く
な

り
始
め
ま
す
。
特
に
女
性
は
、
閉
経
後

か
ら
骨
量
が
急
激
に
低
下
し
ま
す
。
骨

粗
鬆
症
予
防
に
大
切
な
こ
と
は
、
骨
量

が
最
も
高
ま
る
20
歳
頃
ま
で
に
骨
量
を

高
め
、
50
歳
以
降
の
骨
量
低
下
を
食
い

止
め
る
こ
と
で
す
。
丈
夫
な
骨
を
形
成

す
る
た
め
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
を
含
む
食
品
を
積

極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
で
は
次
の
ク

イ
ズ
で
す
「
高
齢
期
の
た
ん
ぱ
く
質
の

摂
取
量
は
？
」
①
50
〜
60
ｇ
、
②
70
〜

80
ｇ
、
③
90
〜

100
ｇ　

答
え
は
来
月
号

で
お
伝
え
し
ま
す
ね
。

高
齢
者
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
⑥
　
　
　
―
骨
粗
鬆
症
―

病
院
長
　
深
谷
　
幸
雄
・
管
理
栄
養
士
　
荷
川
取
　
早
織
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　公職選挙法の一部改正に伴い、選挙権年齢がこれまでの満 20 歳以上から
満 18 歳以上に引き下げられます。
　この改正公職選挙法は、平成 27 年６月 19 日に公布されました。
　平成 28 年６月 19 日以降に告示される選挙から適用されます。

選挙権年齢がこれまでの満 20 歳以上から
満 18 歳以上に引き下げられます

選挙権年齢がこれまでの満 20 歳以上から
満 18 歳以上に引き下げられます

詳しくは総務省特設ページをご覧ください。　http://www.soumu.go.jp/18sennkyo/

■
法
律
相
談

内
容　
財
産
、
相
続
、
扶
養
、
人
権
、
金
銭
、

貸
借
、
契
約
な
ど
の
法
律
問
題

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

日
時　
４
月
12
日（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
久
米
島
司
法
書
士
事
務
所

お
問
合
せ　
久
米
島
司
法
書
士
事
務
所

　

☎
９
８
５

−

８
３
０
８

　

町
民
課　

☎
９
８
５

−

７
１
２
３

■
久
米
島
紬
後
継
者
育
成
事
業
の

研
修
生
募
集

　
　

久
米
島
紬
事
業
協
同
組
合
で
は
、
平
成

28
年
度
後
継
者
育
成
事
業（
6
月
1
日
入

所
式
）の
研
修
生
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
所
要
事

項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
要
件　

①
久
米
島
町
に
居
住
。

②
研
修
終
了
後
、
紬
組
合
に
加
入
。

③
久
米
島
町
に
在
住
し
久
米
島
紬
の
制
作
に

携
わ
れ
る
人
。

申
込
締
切　
５
月
15
日（
日
）

面
接
日　
　

書
類
審
査
後
個
別
に
通
知

申
込
場
所　
久
米
島
紬
事
業
協
同
組
合（
真

謝
ユ
イ
マ
ー
ル
館
）

定
員　
6
名

提
出
書
類　

（
１
）久
米
島
紬
後
継
者
育
成
事
業
研
修
申
込

書
※
久
米
島
紬
事
業
協
同
組
合
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

（
２
）住
民
票

（
３
）写
真
1
枚（
３
．
５
×
３
㎝
）

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
久
米
島
紬
事
業
協
同

組
合
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ　
久
米
島
紬
事
業
協
同
組
合　

　

☎
９
８
５

−

８
３
３
３

■
第
26
回
久
米
島
町
職
域
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会

大
会
趣
旨　
フ
ッ
ト
サ
ル
競
技
の
普
及
発
展

と
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
各

職
場
、
団
体
間
の
親
睦
・
交
流
を
目
的
と

し
て
開
催
す
る
。

大
会
日
時　
５
月
15
日（
日
）午
後
1
時
〜

場
所　
久
米
島
ホ
タ
ル
ド
ー
ム

参
加
資
格　
町
内
在
住
の
事
業
所
及
び
各
種

団
体
で
5
〜
10
名
で
編
成
し
た
チ
ー
ム 

　
（
フ
ッ
ト
サ
ル
愛
好
者
に
よ
る
チ
ー
ム
編

成
も
可
） 

参
加
締
切　
5
月
9
日（
月
）午
後
５
時
ま
で

に
電
話
で
申
込

監
督
会
　

5
月
9
日（
月
）午
後
７
時

場
所
　
仲
里
庁
舎
1
階
会
議
室
※
参
加
必
須 

参
加
費　

　

一
般　

３
，
０
０
０
円

　
　
（
保
険
料
、
体
協
助
成
金
含
む
）

　

中
・
高
校
生　

１
，
5
０
０
円 

主
催　
久
米
島
町
体
育
協
会（
サ
ッ
カ
ー
部
） 

お
問
合
せ　
宮
里　

学

　

携
帯
０
９
０

−

９
７
８
２

−

２
９
０
８

■
ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
た

野
村　
　

光
孝　

様（
字
仲
泊
）

　

故　

野
村 

時
雄 

様　

香
典
返
し
と
し
て

　

久
米
島
町
へ　
　
　
　
　
　

10
万
円

　

久
米
島
町
育
英
会
へ　
　
　

10
万
円

■
ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
の
ご
寄
附
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
輝
き
続
け
る

「
ふ
る
さ
と
久
米
島
」の
た
め
に
、
大
切
に

ご
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉
田　

圭
一
郎　

様（
青
森
県
）

渡
辺　
　

将
光　

様（
兵
庫
県
）

前
田　
　

真
一　

様（
大
阪
府
）　　

２
千
円

４/１  〜 ５/ ７  の主な日程
1 金 区長会　14：00 ～　仲里庁舎
3 日 海開祈願祭・ビーチテニス大会
4 月 離乳食学習会（初期・中期）
6 水 離乳食学習会（後期・完了期）

７ 木

小中学校１学期始業式
久米島高校入学式

集団予防接種（Hib・肺炎球菌・ポリオ・四
種 混 合・ Ｍ Ｒ・ 水 痘 ）14：00 ～ 15：00　
公立久米島病院

8 金 小中学校入学式
10 日 職域ソフトボール大会
11 月 町幼稚園入園式
12 火 無料法律相談（久米島司法書士事務所）
17 日 ハテの浜清掃

20 水 クメジマボタル観察会（～ 21 日）
（教育委員会主催）

21 木
集団予防接種（Hib・肺炎球菌・ポリオ・四
種 混 合・ Ｍ Ｒ・ 水 痘 ）14：00 ～ 15：00　
公立久米島病院

22 金 新任職員歓迎会
24 日 第 18 回パークゴルフ月例大会

29 金
昭和の日
久米島ホタルまつり（～ 30 日）

30 土 航空フェア

5月
2 月 区長会　14：00 ～　具志川改善センター
３ 火 憲法記念日
4 水 みどりの日

5 木
こどもの日

久米島ホタル館無料イベント
（無料乗馬体験など）

7 土 母の日プレゼントづくり教室

　平成 28 年 4 月から幼稚園の統廃合により閉園となる比屋定、美崎、久米島、
大岳の幼稚園において、3 月18日に園児やその保護者らが参加して閉園式が行
われました。式には小学校児童や地域の関係者、卒園者らも訪れ 40 年あまりに
なる歴史に幕を閉じました。

比屋定・美崎・大岳・久米島
幼稚園閉園式
比屋定・美崎・大岳・久米島
幼稚園閉園式

▲ 久米島幼稚園

▲ 大岳幼稚園 ▲ 比屋定幼稚園

▲ 美崎幼稚園
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　久米島高校創立 70 周年を記念して、
芸能那覇公演が、３月 21 日、那覇市
民会館にて行われました。「古の熱き
魂を現代に繋ぐ感動舞台」と題し、第
１部では総勢 120 名余りによる古典
音楽斉唱、ゲストに村吉茜・ドラゴン
エマニエルを迎え、第２部においては、
現代版組踊「月光の按司　笠末若茶良」
も感動を巻き起こす演舞を堂々と披露
しました。今回は久米島高校創立 70
周年記念特別公演ということもあり、
現役メンバーに加え、この舞台を卒業
したＯＢ・ＯＧもかけつけ共演しまし
た。今まで経験したことのない大きな
ステージを想定し、試行錯誤を重ねた
メンバーは練習日程が少ない中、集中

して稽古に励みました。本番では、タイムス公演・久米島公演と今年度２回開催された公演の経験を活かし、総勢 58
名による今までにない大迫力・圧巻の舞台となり、多くの観客を魅了しました。

2016（平成28年）4月号　発行／久米島町役場　編集／久米島町役場総務課　TEL.098-985-7121　FAX.098-985-7080
久米島町役場ホームページ http://www.town.kumejima.okinawa.jp FMラジオ／ラジオ広報ハイサイくめじま　平日午前10時～11時・午後5時～6時［再放送］

平成２８年度　施政方針
久米島高校創立７０周年記念事業「芸能那覇公演」
低所得高齢者に対する臨時福祉給付金のお知らせ

平成２８年度　施政方針
久米島高校創立７０周年記念事業「芸能那覇公演」
低所得高齢者に対する臨時福祉給付金のお知らせ

TOPICSTOPICS

平成28年2月末現在平成28年2月末現在

人 口 の 推 移

男 4,344人（－18）4,344人（－18）

女 3,879人（－9） 3,879人（－9） 

計 8,223人（－9）8,223人（－9）

3,966世帯3,966世帯

（　）の数字は、前月との比較数（　）の数字は、前月との比較数
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久米島高校創立７０周年記念事業「芸能那覇公演」
―２月の久米島公演より更なる躍動感――２月の久米島公演より更なる躍動感―

●卒業生よりひと言
新里　優奈 平良　恵理奈 島袋　万莉 古堅　那奈
　この舞台に参加し多く
の事を得て、勉学も大切
ですが、このような自身
を高める活動も大切だと
考えました。「ひとつで
も良い、自分を変える何
かを感じ取って欲しい」
という後輩への思いを込
めて、若茶良のたすきを
繋ぎたいと思います。

　組踊を通して一番感
じたのは、島民の方々
の支えでした。この３
年間で他では得られな
い経験がたくさんで
き、久米島に生まれて
本当に良かったと心の
底から思います。これ
からも若茶良が続いて
ほしいです。

　周りの方々の支え
がありここまでこれ
ました。私はこの現
代版組踊に出会えて
自分を変えることが
できたと思います。
これからも感謝の気
持ちを忘れずに卒業
後も頑張っていきた
いです。

　久米高70周年記念公演では、
後輩や卒業生・登武那覇太鼓との
コラボで、人生で最高の思い出に
なりました。
　後輩には新しく入ってくるメン
バーを引っ張ってもらい、演じる
喜びと感動を知ってもらいたいで
す。私をここまで成長させてくれ
た組踊に心から感謝しています。
ありがとうございました！

笠末若茶良・女子ダンスアンサンブルによる
躍動感溢れる華麗な舞
笠末若茶良・女子ダンスアンサンブルによる
躍動感溢れる華麗な舞


